
 

FJ 29G 11M 21L 

tu'�dl���%[Q� 

6@`\gA.P7S9?b> 

 

FJqsG�	
%`\�2OUR���� 

 

FJqsGX`�6@1R�FG, ��poo����$�����

-nY`�10k]�TD����
#�<^i�8G"$aps*()

�TD��$�`2�rGhc�3+�$�������	���!�N

G�	
%:KV`�/5&'E%UR���CB;��UR��$��	�

�������	=H4�[Q���`\�2OUR_�j�%f.I

'�Wel���"�	m�Z�+���	�

 



平成２９年１１月  

お取引先の皆様へ  

全国米穀販売事業共済協同組合  

 

平成２９年における米穀の価格状況について  

 

 全国米穀販売事業共済協同組合（以下「当組合」）は、米穀販売事業者（約１

５０社）で構成する米穀流通の全国団体です。本年における原料玄米の仕入れ

を巡る状況には、大変厳しいものがあります。  

米については、高齢化、人口減少による米の消費の減少が見込まれる中、需

要に応じた生産を推進するため、米以外の麦、大豆、飼料用米等の作物の生産

拡大を推進する米の生産調整が行われております。近年は需給が引き締まり、

平成２７年、２８年と米の価格は上昇したところです。  

平成２９年産米についても作況は全国では平年並みの「１００」ではありま

したが、作付面積が減少したことから、収穫量としては前年に比し約１９万ト

ンの減少となりました。  

このため、本年（平成２９年）産米の価格については、流通の太宗を占める

ＪＡ及び全国農業協同組合連合会の価格及びこれら以外の流通価格も昨年に比

べ１割方上昇しているところであり、３年連続の上昇となっております。とり

わけ業務用については、生産調整のミスマッチにより需要に見合う生産が行わ

れていないことから不足感が強く、銘柄によっては昨年に比し１割強方、仕入

価格が上昇しているものもあるところです。  

このような状況の中で、当組合員は安全性向上に向けた施設設備の充実や人

件費、物流費等のコスト増に対する経営の合理化を重ねて参ったところであり

ますが、精米価格の太宗を占める仕入価格の３年連続の上昇は、吸収すること

が困難であります。  

今後とも、信頼のおける仕入先を厳選しながら、良品質の精米製品の納入に

努めて参りますので、皆様への納入価格につきましては、これら諸事情をご理

解いただきますようお願い申し上げます。  


